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債
権
の
二
重
譲
漉
と

物
権
の
二
重
銀
鍔
は
ど
こ
が
違
う
？

圏
第
一
部
團

一
　
出
題

出
題

　
「
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
民
法
討
論
会
」
と
い

う
の
は
、
毎
年
龍
谷
大
学
で
開
か
れ
て
い
る

民
法
分
野
の
合
同
ゼ
ミ
の
こ
と
で
、
第
三
回

討
論
会
（
一
九
九
六
年
一
二
月
七
日
開
催
、

龍
谷
大
学
“
鈴
木
龍
也
ゼ
ミ
・
中
田
邦
博
ゼ

ミ
・
坂
東
俊
矢
ゼ
ミ
・
森
山
浩
江
ゼ
ミ
、
姫

路
猫
協
大
学
”
金
山
直
樹
ゼ
ミ
、
神
戸
大
学

u
松
岡
久
和
ゼ
ミ
、
甲
南
大
学
田
松
井
宏
興

ゼ
ミ
、
慶
鷹
義
塾
大
学
”
七
戸
克
彦
ゼ
ミ
の

合
計
八
ゼ
ミ
が
参
加
）
の
出
題
を
担
当
し
た

僕
は
、
こ
ん
な
問
題
を
出
し
た
。

（Bの債権者：
債権額700万円）

　　　A
　　’、1、・

．
磯
蕪
藍

Y僕
400万：円を譲渡

　　　Y
（Aの債権者：
債権額800万円）

　　　　　　Xに　　　　ノ
　　　　　　600万円を譲渡

　　　　　　　　！ノ

　　　　　　　　　　　　　B

　　　X
（Aの債権者：
債権額60鰹万円）

…
　
平
成
八
年
一
二
月
一
日
、
A
は
、
唯
一
…

…
の
財
産
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
A
が
B
に
対
…

…
し
て
有
し
て
い
た
債
権
七
〇
〇
万
円
の
う
…

一
ち
六
〇
〇
万
円
を
、
A
の
債
権
者
X
（
債
皿

…
権
力
六
〇
〇
万
円
）
に
弁
済
の
た
め
に
譲
㎝

…
渡
し
た
が
、
A
に
対
す
る
別
の
債
権
者
Y
…

…
（
債
権
額
八
○
○
万
円
）
は
そ
の
事
実
を
知
…

｝
り
、
上
記
債
権
を
自
分
に
も
譲
渡
す
る
よ
…

一
う
A
に
懇
請
し
、
そ
の
結
果
、
同
日
、
A
一

一
は
Y
に
同
一
債
権
（
七
〇
〇
万
円
）
の
う
…

…
ち
四
〇
〇
万
円
を
、
Y
が
A
に
対
し
て
有
…

…
す
る
債
権
の
半
分
の
弁
済
に
代
え
て
二
重
…

…
に
譲
渡
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

一
（
1
）
X
は
、
A
の
代
理
人
と
し
て
、
一
一

一
二
月
二
日
一
二
時
か
ら
一
八
時
ま
で
の
受
「

…
付
印
の
あ
る
内
容
証
明
郵
便
で
譲
渡
通
知
…

…
を
B
に
対
し
て
行
い
、
右
通
知
は
、
一
二
…

…
月
三
日
午
後
一
時
頃
、
B
の
自
宅
の
郵
便
…

…
受
け
に
配
達
さ
れ
た
。
他
方
、
Y
は
、
一
…

…
二
月
一
．
日
の
う
ち
に
A
と
と
も
に
公
証
人
…

…
の
許
に
出
向
い
て
債
権
譲
渡
証
書
の
認
証
…

…
を
受
け
た
後
、
一
二
月
三
日
午
後
一
時
頃
、
…

…
こ
れ
を
B
の
職
場
に
直
接
持
参
し
た
。
B
…

…
は
、
い
ず
れ
の
者
に
、
幾
ら
の
金
額
を
支
…

一
払
わ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
か
。
考
え
ら
れ
一

…
る
当
事
者
の
主
張
の
内
容
と
、
そ
の
当
否
…

…
を
論
じ
な
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

皿
（
2
）
B
が
Y
に
四
〇
〇
万
円
を
支
払
っ
…

…
て
し
ま
っ
た
場
合
、
X
は
誰
に
対
し
て
、
…

…
ど
の
よ
う
な
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
…

…
か
。
ま
た
、
X
・
Y
は
、
最
終
的
に
幾
ら
…

…
の
金
額
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
　
…

…
考
え
ら
れ
る
当
事
者
の
主
張
の
内
容
と
、
　
…

「
そ
の
当
否
を
論
じ
な
さ
い
。
　
　
　
　
　
一

　
問
題
文
に
は
、
些
細
な
ト
ラ
ッ
プ
も
仕
掛

け
た
け
れ
ど
も
、
基
本
は
、
「
指
名
債
権
の
二

重
譲
渡
」
と
い
う
典
型
論
点
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
ま
ず
は
日
本
民
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡

の
仕
組
み
を
お
さ
ら
い
し
て
お
こ
う
。

2

債
権
譲
渡
の
構
造
（
通
説
）

　
通
説
的
見
解
は
、
指
名
債
権
譲
渡
の
法
構

造
を
、
物
権
変
動
に
お
け
る
①
意
思
主
義
二

七
六
条
）
・
②
対
抗
要
件
主
義
（
一
七
七
条
・

一
七
八
条
）
と
全
く
同
様
の
も
の
と
理
解
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
指
名
債
権
譲
渡
は
、

無
方
式
の
意
思
表
示
の
み
に
よ
っ
て
成
立
し
、

そ
の
移
転
時
期
に
つ
い
て
も
、
物
権
に
お
け

る
と
同
様
の
問
題
が
生
ず
る
（
星
野
英
一
『
民

法
概
論
皿
（
債
権
総
論
）
』
（
良
書
普
及
会
、

一
九
七
八
年
）
二
〇
四
頁
。
債
権
譲
渡
が
「
処

分
行
為
」
あ
る
い
は
「
準
物
権
行
為
」
で
あ

る
と
い
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
指
す
。

な
お
、
通
説
は
、
物
権
変
動
に
お
け
る
と
同

様
、
契
約
時
移
転
説
に
立
つ
。
た
と
え
ぼ
、

池
田
眞
朗
『
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
債
権
法
』
（
日

本
評
論
社
、
一
九
九
五
年
）
二
五
三
頁
）
。
②

し
か
し
、
こ
う
し
て
意
思
の
み
に
よ
っ
て
な
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さ
れ
る
債
権
の
移
転
は
、
「
物
権
の
移
転
と
等

し
く
」
（
池
田
・
前
掲
二
五
三
頁
）
、
対
抗
要

件
が
な
け
れ
ぼ
、
債
務
者
あ
る
い
は
第
三
者

に
対
し
て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
債

権
譲
渡
の
場
合
の
対
抗
要
件
は
、
譲
渡
人
（
設

問
の
A
）
か
ら
債
務
者
（
B
）
に
対
し
て
な

さ
れ
る
「
通
知
」
か
、
ま
た
は
、
債
務
者
（
B
）

か
ら
譲
渡
人
（
A
）
な
い
し
譲
受
人
（
X
・

Y
）
に
対
し
て
な
さ
れ
る
「
承
諾
」
で
あ
る
。

こ
の
通
知
ま
た
は
承
諾
は
、
債
務
者
と
の
関

係
で
は
無
方
式
で
よ
い
が
、
第
三
者
と
の
関

係
で
は
確
定
日
付
あ
る
証
書
を
用
い
て
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
四
六
七
条
）
。

3

四
六
七
条
の
門
第
三
者
」
の
範
囲

　
と
こ
ろ
で
、
不
動
産
物
権
変
動
に
関
す
る

一
七
七
条
を
め
ぐ
っ
て
は
、
同
条
に
い
う
（
1
）

登
記
な
く
し
て
対
抗
で
き
な
い
「
物
権
ノ
得

喪
及
ヒ
変
更
〔
巨
物
権
変
動
〕
」
の
範
周
及
び

（
2
）
登
記
な
く
し
て
対
抗
で
き
な
い
「
第
三

者
」
の
範
囲
に
つ
き
争
い
が
あ
っ
た
が
、
債

権
に
関
し
て
は
、
四
六
七
条
が
「
譲
渡
」
（
「
譲

渡
し
と
は
「
意
思
に
基
づ
く
権
利
の
移
転
的

承
継
」
と
定
義
さ
れ
る
）
と
規
定
し
て
い
る

た
め
か
、
上
記
（
1
）
の
よ
う
な
問
題
は
論

じ
ら
れ
て
い
な
い
（
も
っ
と
も
、
動
産
物
権

変
動
に
関
す
る
一
七
八
条
も
「
譲
渡
」
と
規

定
し
て
い
る
が
、
（
1
）
の
問
題
は
論
じ
ら
れ

る
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
（
2
）
「
第
三
者
」
の

問
題
に
関
し
て
は
、
債
権
譲
渡
の
領
域
に
お

い
て
も
、
そ
の
客
観
的
範
囲
及
び
主
観
的
範

囲
に
つ
き
物
権
変
動
と
同
様
の
争
い
が
あ
り
、

主
観
的
範
囲
に
関
し
て
い
え
ば
、
「
こ
こ
で
い

う
『
第
三
者
』
は
一
般
的
に
は
悪
意
者
（
債

権
譲
渡
の
行
わ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
）

も
含
む
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
に
は
悪

意
者
排
除
説
（
悪
意
の
者
に
は
対
抗
要
件
な

し
に
対
抗
で
き
る
と
す
る
説
）
も
あ
る
」
（
池

田
・
前
掲
二
五
七
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ

で
悪
意
者
排
除
説
を
と
る
か
背
信
的
悪
意
者

排
除
説
を
と
る
か
が
、
本
問
事
例
に
お
け
る

悪
意
の
第
二
譲
受
人
Y
の
処
遇
に
影
響
を
与

え
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

4

対
抗
要
件
の
優
劣
・
分
配

　
一
方
、
同
一
債
権
が
二
重
譲
渡
さ
れ
た
場

合
、
い
ず
れ
の
譲
受
人
が
優
先
す
る
か
に
関

し
て
、
判
例
は
、
到
達
時
確
定
日
付
説
（
債

務
者
へ
通
知
さ
れ
た
事
実
を
確
定
日
付
あ
る

証
書
で
証
明
す
べ
し
と
す
る
説
）
か
ら
、
確

定
日
付
説
（
通
知
書
そ
の
も
の
の
確
定
日
付

の
先
後
で
決
す
る
説
）
を
経
て
、
現
在
で
は
、

到
達
時
説
（
確
定
日
付
あ
る
通
知
の
到
達
の

先
後
で
決
す
る
説
）
を
採
用
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
う
な
る
と
問
題
と
な
る
の
が
、

本
問
事
例
の
よ
う
な
、
譲
渡
通
知
の
到
達
が

同
時
な
い
し
先
後
不
明
の
場
合
で
あ
り
、
学

説
は
、
①
他
の
基
準
（
四
六
七
条
一
項
の
通
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知
の
先
後
・
通
知
の
発
信
の
先
後
・
譲
渡
の

先
後
等
）
に
よ
り
優
先
関
係
を
決
定
す
る
説

と
、
②
そ
れ
以
上
の
優
劣
決
定
基
準
を
考
え

ず
、
同
等
の
地
位
の
譲
受
人
と
し
て
そ
の
後

の
処
理
を
考
え
る
説
に
分
か
れ
、
②
説
は
更

に
、
（
a
）
各
譲
受
人
か
ら
債
務
者
に
対
す
る

全
額
請
求
を
認
め
る
説
と
、
（
b
）
各
譲
受
人

は
債
権
額
の
割
合
で
分
割
さ
れ
た
額
の
み
を

債
務
者
に
対
し
て
請
求
で
き
る
と
す
る
説
（
分

割
債
権
説
）
に
分
か
れ
る
が
、
最
判
昭
和
五

五
年
一
月
＝
日
民
集
三
四
巻
一
号
四
二
頁

は
、
②
（
a
）
の
結
論
を
採
用
し
た
。

　
だ
が
、
右
判
例
は
、
な
ぜ
こ
の
場
合
に
は

全
額
請
求
が
可
能
と
な
る
の
か
の
法
的
根
拠
、

及
び
、
譲
受
人
の
一
人
が
全
額
受
領
し
た
場

合
に
彼
の
一
人
占
め
を
認
め
る
か
、
そ
れ
と

も
他
の
譲
受
人
の
分
配
請
求
権
を
認
め
る
か

に
つ
き
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
一
方
、
②
（
a
）

説
に
立
つ
学
説
は
、
こ
の
場
合
の
二
重
譲
受

入
問
相
互
の
債
権
関
係
の
法
的
性
質
に
つ
き
、

（
ア
）
連
帯
債
権
説
、
（
イ
）
不
真
正
連
帯
債

権
説
、
（
ウ
）
非
多
数
当
事
者
債
権
関
係
説
に

分
か
れ
、
分
配
請
求
権
に
関
し
て
も
、
（
i
）

否
定
説
（
先
に
弁
済
を
受
け
た
者
の
一
人
占

め
を
認
め
る
説
）
と
（
”
1
1
）
肯
定
説
に
分
か

れ
、
肯
定
説
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
根
拠
を
連

帯
債
務
の
求
償
権
の
規
定
の
類
推
に
求
め
る

説
（
右
記
（
ア
）
な
い
し
（
イ
）
説
と
結
合
）
、

不
当
利
得
返
還
請
求
権
と
し
て
構
成
す
る
説

く
右
記
（
ウ
）
説
の
論
者
）
に
分
か
れ
る
。
更

に
、
分
配
を
認
め
た
場
合
の
割
合
に
関
し
て

も
争
い
が
尽
り
、
単
純
に
頭
割
り
と
す
る
説
、

譲
受
債
権
額
で
按
分
す
る
説
、
債
権
譲
渡
の

際
の
出
掲
額
で
按
分
す
る
説
が
見
ら
れ
る
（
学

説
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
池
田
眞
朗
『
債
権

譲
渡
の
研
究
』
（
弘
文
堂
、
一
九
九
三
年
）
参

照
）
。
　
学
生
諸
氏
は
、
こ
う
い
つ
た
対
立
の
う
ち
、

ど
の
説
を
妥
当
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
が
、
僕
が
こ
の
問
題
を
出
題
し
た
意
図

で
あ
っ
た
。

5

物
権
変
動
の
場
合
は
？

　
と
こ
ろ
で
、
物
権
変
動
の
領
域
に
お
い
て

も
、
二
重
の
対
抗
要
件
具
備
と
い
う
事
態
は

（
債
権
譲
渡
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
）
実
際
問

題
と
し
て
生
ず
る
。

　
不
動
産
物
権
変
動
に
関
し
て
い
え
ぼ
、
例

え
ば
新
築
建
物
の
初
め
て
の
登
記
の
際
な
ど

に
「
二
重
登
記
」
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
、

学
説
は
、
単
純
に
登
記
の
先
後
（
あ
る
い
は

登
記
申
請
の
受
付
順
？
）
で
決
す
る
説
（
手

続
法
説
）
と
、
実
体
的
な
権
利
の
所
在
に
照

ら
し
て
有
効
・
無
効
を
判
断
す
べ
き
と
す
る

説
（
実
体
法
説
）
と
に
分
か
れ
て
い
る
（
こ

の
問
題
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
幾
代
通

一
1
徳
本
伸
一
『
不
動
産
登
記
法
〈
第
四
版
〉
』

（
有
斐
閣
法
律
学
全
集
、
一
九
九
四
年
）
四
九

三
頁
以
下
参
照
）
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
学
説

の
主
張
は
い
ず
れ
も
、
債
権
譲
渡
通
知
の
同

時
到
達
の
場
合
に
、
他
の
基
準
に
よ
っ
て
優

先
関
係
を
決
す
る
説
と
、
よ
く
似
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。

　
他
方
、
動
産
物
権
変
動
に
お
い
て
は
、
対

抗
要
件
具
備
が
観
念
的
引
渡
（
簡
易
の
引
渡
・

占
有
改
定
・
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
）
の
場

合
に
は
、
債
権
譲
渡
に
お
け
る
と
同
様
、
引

渡
の
意
思
表
示
が
同
時
に
効
力
を
発
生
す
る

と
い
う
事
態
が
起
こ
り
得
る
が
、
学
説
は
こ

の
点
を
全
く
問
題
と
し
て
い
な
い
。
そ
の
背

後
に
は
、
動
産
即
時
取
得
制
度
（
一
九
二
条
）

が
控
え
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
が
、
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
債
権
の
二
重
譲
渡
の
場
合
に
も
、

全
額
弁
済
を
受
け
た
側
の
譲
受
人
が
債
権
の

準
占
有
者
へ
の
弁
済
（
四
七
八
条
）
を
主
張

す
れ
ば
、
彼
は
「
ま
る
取
り
」
で
き
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
あ
る
い
は
、
こ
れ
は
、
物
権
と
債
権
の
違

い
の
問
題
で
は
な
く
て
、
債
権
の
う
ち
で
も

金
銭
債
権
（
あ
る
い
は
不
特
定
物
債
権
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
く
る
特
質
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
特
定
（
物
）
債
権
の
二

重
譲
渡
の
場
合
に
は
、
物
権
の
二
重
譲
渡
と

同
様
、
≧
一
〇
村
Z
o
9
ぎ
ぴ
q
の
解
決
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

㊨

「
教
員
ゼ
ミ
」
ス
タ
ー
ト

討
論
会
当
日
の
学
生
側
の
議
論
で
は
、
そ

う
い
っ
た
物
権
変
動
と
債
権
譲
渡
の
法
構
造

の
異
同
、
あ
る
い
は
物
権
と
債
権
そ
れ
自
体

の
性
質
の
違
い
に
ま
で
立
ち
入
っ
た
、
活
発

な
質
疑
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
今
回
の
討
論

会
で
は
、
学
生
の
討
論
の
後
に
、
教
員
ど
う

し
で
も
壇
上
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

風
の
討
論
を
や
っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
も
、
議
論
の
中

心
と
な
っ
た
の
は
、
債
権
譲
渡
の
構
造
と
物

権
変
動
の
構
造
は
同
じ
か
違
う
か
、
と
い
う

点
で
あ
っ
た
。

　
と
も
あ
れ
、
教
員
連
中
が
互
い
に
愁
々
発

止
の
議
論
を
行
う
姿
は
、
学
生
諸
氏
に
と
っ

て
は
非
常
に
新
鮮
に
映
っ
た
ら
し
い
。
そ
こ

で
、
こ
の
「
教
員
ゼ
ミ
」
の
様
子
を
収
録
し

た
テ
ー
プ
を
基
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
各

教
員
の
見
解
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
な
お
、
テ
ー
プ
を
原
稿
に
起
こ
す
に
つ
い

て
は
馬
中
田
ぜ
ミ
婆
回
生
・
奥
直
子
さ
ん
の

協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

　
ま
た
、
討
論
会
に
つ
き
、
森
山
浩
江
コ
第

三
回
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
民
法
討
論
会
L
　
龍

谷
大
学
法
学
論
集
　
二
六
巻
　
四
九
六
頁

～
参
照
。
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債
権
の
二
瀬
譲
渡
と

物
権
の
二
重
譲
渡
は
ど
こ
が
違
う
？

醗
第
2
部
圏

教
員
ゼ
ミ

金
山
直
樹
（
司
会
）
　
で
は
教
員
討
論
を
始
め

ま
し
ょ
う
。
学
生
の
皆
さ
ん
の
立
論
で
は
、

物
権
の
二
重
譲
渡
と
同
じ
よ
う
に
≧
｝
霞

Z
o
夢
鑓
け
q
の
解
決
を
考
え
る
見
解
が
あ
る
一
方

で
、
債
権
者
平
等
の
原
則
に
従
っ
て
分
配
し

て
し
ま
え
と
い
う
見
解
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
悪
意
の
第
二
譲
受
人
Y
に
関
し
て

も
、
物
権
と
同
じ
よ
う
に
、
悪
意
者
排
除
説
・

背
信
的
悪
意
者
排
除
説
の
議
論
に
載
せ
る
立

論
も
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
理
論
を
全
く
使

わ
な
い
で
、
こ
の
場
合
は
専
ら
債
権
者
取
消

権
〔
四
二
四
条
「
①
債
権
者
ハ
債
務
者
力
其

債
権
者
ヲ
害
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
り
テ
為
シ
タ
ル

法
律
行
為
ノ
取
消
ヲ
裁
判
所
二
請
求
ス
ル
コ

▼

ト
ヲ
得
但
其
行
為
二
因
リ
テ
利
益
ヲ
受
ケ
タ

ル
者
又
ハ
転
得
者
力
其
行
為
又
ハ
転
得
ノ
当

時
債
権
者
ヲ
害
ス
ヘ
キ
事
実
ヲ
知
ラ
サ
リ
シ

ト
キ
ハ
此
限
二
言
ラ
ス
L
「
②
…
…
〔
二
項
略
〕

．
…
…
」
〕
に
よ
っ
て
第
二
譲
渡
を
詐
害
行
為
と

し
て
取
り
消
し
て
し
ま
え
ぼ
よ
い
と
い
う
立

論
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
≧
一
霞
Z
o
夢
ぎ
ひ
q

か
分
配
か
、
と
い
う
話
の
方
か
ら
や
り
ま
し

ょ
う
か
。

▼
▼
▼　
人
占
め
か
分
配
か

七
戸
克
彦
　
学
生
の
皆
さ
ん
の
一
人
占
め
説

の
立
論
に
は
、
二
通
り
の
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
一
つ
は
、
債
権
譲
渡
の
構
造
は
物
権
変

動
と
全
く
変
わ
ら
な
い
の
だ
と
い
う
も
の
、

も
う
一
つ
は
、
債
権
の
二
重
譲
渡
は
破
産
寸

前
の
場
合
に
起
こ
る
の
だ
、
そ
し
て
こ
の
場

合
に
は
勤
勉
な
債
権
者
の
側
を
勝
た
せ
る
べ

き
だ
、
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、

分
配
説
の
側
は
、
同
じ
破
産
寸
前
状
態
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
債
権
者
平
等

の
原
則
が
働
く
の
だ
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

物
権
変
動
と
の
パ
ラ
レ
ル
論
と
、
勤
勉
な
債

権
者
保
護
か
債
権
者
平
等
の
原
則
か
と
い
う

議
論
は
、
一
応
別
次
元
で
す
よ
ね
。
物
権
変

動
と
の
パ
ラ
レ
ル
論
は
、
ま
ず
、
確
定
日
付

説
と
到
達
時
説
の
対
立
の
、
到
達
叢
説
の
根

拠
と
し
て
出
て
き
ま
す
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
、

債
務
者
彗
登
記
所
論
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ

か
ら
債
権
譲
渡
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

債
務
者
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
債
権
が
既
に
譲
渡
さ
れ
て
い
な
い
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
で
あ
ろ
う
。
債
務
者
は
そ

う
い
っ
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

と
し
て
働
く
の
だ
か
ら
、
譲
渡
通
知
の
対
抗

力
は
、
債
務
者
に
認
識
可
能
な
状
態
つ
ま
り

到
達
時
を
基
準
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う

考
え
方
で
す
。

中
田
邦
博
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
問
題
の
場
合

に
は
、
ほ
ぼ
同
時
劉
達
で
す
よ
ね
。
そ
う
い

う
場
合
に
は
、
債
務
者
は
二
つ
の
譲
渡
の
事

実
を
同
時
に
知
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
場
合

に
は
、
確
定
日
付
の
先
後
で
決
め
る
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
か
。

七
戸
　
第
三
者
対
抗
要
件
と
し
て
の
適
式
性

具
備
の
先
後
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
こ
で

は
、
二
重
登
記
申
請
に
関
す
る
処
理
と
の
パ

ラ
レ
ル
論
が
成
り
立
つ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
他
に
も
、
同
時
到
達
の
と
き
に
は
他
の

基
準
に
よ
る
と
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡
の
先

後
で
ゆ
く
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
得
ま
す
。

こ
れ
も
、
物
権
変
動
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
、
第

一
譲
渡
の
後
は
、
譲
渡
人
は
既
に
無
権
利
者

な
の
だ
、
だ
か
ら
第
二
譲
受
人
も
ま
た
本
来

無
権
利
者
の
は
ず
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
対
抗

要
件
主
義
の
条
文
に
よ
っ
て
特
別
に
権
利
取

得
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
前
提
に

立
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
対
抗
要
件
主
義
と

い
う
例
外
規
定
が
同
時
到
達
の
場
面
で
は
機

能
し
な
い
以
上
、
原
則
に
戻
っ
て
第
一
譲
受

人
が
勝
つ
、
と
い
う
構
成
だ
っ
て
あ
り
得
る
。

松
岡
久
和
　
そ
れ
は
、
七
戸
さ
ん
が
一
七
七

条
に
関
し
て
無
権
利
者
か
ら
の
取
得
構
成
を

と
っ
て
、
し
か
も
双
方
未
登
記
の
場
合
に
は

第
一
譲
受
人
が
勝
つ
と
い
う
説
に
立
っ
て
い

る
か
ら
で
、
通
説
の
不
完
全
物
権
変
動
説
〔
h

第
一
譲
渡
の
後
も
登
記
が
経
由
さ
れ
る
ま
で

は
第
一
譲
受
人
へ
の
物
権
変
動
は
「
不
完
全
」
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で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
譲
渡
人
は
完
全
な
無

権
利
者
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
第
二
譲
受
人

は
無
権
利
者
か
ら
の
取
得
者
に
は
な
ら
な
い

と
す
る
説
〕
や
、
双
方
未
登
記
の
場
合
の
翻

す
く
み
説
〔
双
方
未
登
記
の
聞
は
、
第
一
譲

受
人
・
第
二
譲
受
人
の
い
ず
れ
も
物
権
を
主

張
す
る
こ
と
淋
で
き
な
い
と
す
る
説
〕
に
立

っ
た
場
合
に
は
、
物
権
変
動
と
の
パ
ラ
レ
ル

論
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
は
な
ら
な
い
。

松
井
宏
興
　
ち
な
み
に
、
物
権
の
譲
渡
の
場

合
と
違
っ
て
、
こ
の
問
題
の
よ
う
に
、
譲
渡

の
対
象
が
分
割
可
能
な
金
銭
債
権
で
あ
り
、

か
つ
、
A
の
債
権
の
一
部
だ
け
が
第
一
譲
受

人
X
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
第
二

譲
受
人
Y
は
全
く
無
権
利
者
で
あ
る
と
い
う

構
成
は
と
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

七
戸
　
ま
ず
、
二
重
譲
渡
の
法
的
構
成
の
問

題
で
す
が
、
七
戸
説
を
離
れ
て
い
え
ば
、
松

井
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
一
部
譲
渡
に

関
し
て
不
完
全
物
権
変
動
説
を
と
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
す
れ
ぼ
、
今
度
は
、
全
部
譲
渡
に

つ
い
て
も
同
じ
論
理
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
。
他
方
、
こ
の
論
理
が
金
銭
債
権
の
み

な
ら
ず
特
定
物
債
権
や
物
権
に
つ
い
て
も
成

り
立
つ
と
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
「
共
同
相
続

と
登
記
」
の
論
点
に
お
い
て
は
、
共
有
部
分

の
譲
渡
に
関
し
て
不
完
全
物
権
変
動
が
生
じ

て
い
る
と
し
て
、
登
記
必
要
説
が
導
か
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
こ
で
は
、
一
部
譲
渡
と
全
部
譲
渡
の
違
い
、

金
銭
債
権
と
特
定
物
債
権
と
物
権
の
違
い
、

こ
の
二
点
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
が
問

題
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
松
岡
先

生
お
っ
し
ゃ
る
双
方
未
登
記
の
場
合
に
関
し

て
は
、
二
重
譲
受
人
は
、
無
主
物
を
同
時
に

先
占
し
た
場
合
（
二
三
九
条
参
照
）
や
埋
蔵

物
を
同
時
に
発
見
し
た
場
合
（
二
四
一
条
参

照
）
に
準
じ
て
、
共
有
あ
る
い
は
不
真
正
連

帯
債
務
関
係
に
立
つ
と
す
る
見
解
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
見
解
を
前
提
に
物
権
変
動
・
債
権

譲
渡
の
パ
ラ
レ
ル
論
を
使
う
と
、
今
度
は
、

不
真
正
連
帯
債
権
説
か
ら
求
償
権
規
定
類
推

に
よ
る
分
配
と
い
う
筋
だ
と
か
、
債
権
の
準

共
有
（
二
六
四
条
）
に
な
っ
て
共
有
物
分
割

に
関
す
る
規
定
準
用
に
よ
り
分
配
肯
定
〔
陸

こ
の
見
解
は
参
加
学
生
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
の
森

山
・
七
戸
発
言
参
照
〕
と
い
う
筋
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

金
山
　
そ
う
す
る
と
、
要
す
る
に
、
物
権
と

の
パ
ラ
レ
ル
論
か
ら
は
、
一
人
占
め
説
も
分

配
説
も
両
方
導
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

で
も
、
双
方
未
登
記
の
場
合
と
、
対
抗
要
件

は
き
ち
ん
と
備
え
た
が
、
そ
れ
が
同
時
到
達

で
働
か
な
く
な
っ
た
場
合
と
を
、
同
じ
よ
う

に
考
え
て
よ
い
の
で
す
か
。

七
戸
確
か
に
。
で
も
、
原
始
取
得
型
の
物

権
変
動
つ
ま
り
無
主
物
の
同
時
先
占
や
埋
蔵

物
の
同
時
発
見
と
の
パ
ラ
レ
ル
論
な
ら
、
成

り
立
つ
よ
う
に
も
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
た

だ
、
分
配
説
は
、
そ
う
い
っ
た
論
旨
展
開
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
勤
勉

な
債
権
者
保
護
か
債
権
者
平
等
か
と
い
う
観

点
が
、
一
人
占
め
か
分
配
か
を
隔
て
る
決
定

的
要
因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

物
権
変
動
と
債
権
譲
渡
の
パ
ラ
レ
ル
論
は
、

そ
の
後
の
法
律
構
成
を
考
え
る
と
き
に
な
っ

て
、
や
っ
と
出
て
く
る
。

金
山
　
で
は
、
そ
の
早
い
者
勝
ち
か
債
権
者

平
等
か
と
い
う
話
を
や
り
ま
し
ょ
う
。
私
は
、

按
分
比
例
と
い
う
の
は
、
破
産
手
続
に
お
い

て
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
破
産
手
続
に
載
せ
な
い
問
は
、
按
分
だ

と
い
っ
た
っ
て
、
き
れ
い
に
按
分
す
る
だ
け

の
制
度
が
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
、
結
局
早

い
者
勝
ち
に
す
る
し
か
な
い
、
と
い
う
ふ
う

に
私
は
理
解
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

松
岡
　
私
も
、
基
本
的
に
は
早
い
者
勝
ち
で

決
め
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
下
問
の
場
合
で

い
え
ば
、
基
本
的
に
は
、
先
に
弁
済
を
受
け

た
Y
が
一
人
占
め
し
て
よ
い
。
た
だ
、
金
山

さ
ん
の
よ
う
に
、
破
産
法
に
い
か
な
い
と
債

権
者
平
等
は
絶
対
あ
り
得
な
い
の
だ
、
と
言

い
切
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
は
疑
問
で
、
こ
の

場
合
の
Y
に
関
し
て
は
、
一
応
詐
害
行
為
取

消
権
が
問
題
と
な
り
ま
す
よ
ね
。
こ
こ
で
取

消
が
肯
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
責
任
説
の
よ

う
に
、
債
権
者
ど
う
し
の
争
い
の
場
合
に
は

按
分
配
当
を
行
う
よ
う
な
形
で
の
処
理
が
認

め
ら
れ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

中
田
　
破
産
手
続
に
載
ら
な
け
れ
ば
按
分
は

な
い
と
い
う
お
話
で
す
け
れ
ど
も
、
実
際
こ

う
い
う
形
で
二
重
三
重
に
債
権
譲
渡
が
行
わ

れ
る
の
は
、
破
産
状
態
に
近
い
わ
け
で
す
よ

ね
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
公
的
な
破
産
手
続

で
な
く
て
も
、
債
権
額
で
按
分
比
例
し
て
私

的
清
算
を
行
っ
て
も
、
そ
う
問
題
は
な
い
よ

う
に
思
う
ん
で
す
が
っ

金
山
　
た
だ
、
そ
う
い
っ
た
私
的
清
算
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
破
産
法
の
世
界
と
違
っ

て
制
度
的
な
裏
付
け
が
な
い
わ
け
で
、
世
の

中
の
現
実
は
『
ナ
ニ
ワ
金
融
道
』
の
世
界
で
、

基
本
的
に
は
「
追
い
込
ん
だ
」
人
の
勝
ち
、

第
一
弁
済
を
受
け
た
人
の
勝
ち
で
し
ょ
。
た

だ
、
あ
ま
り
に
も
エ
グ
い
追
い
込
み
を
し
た

人
は
、
債
権
者
取
消
権
と
い
う
サ
ン
ク
シ
ョ

ン
を
与
え
て
、
例
外
的
に
「
遅
い
者
勝
ち
」

に
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
と
い
う
の
が
現
行

の
法
状
況
だ
と
私
は
認
識
し
て
い
る
の
で
す
。

と
す
る
と
、
破
産
宣
告
前
は
ど
の
み
ち
》
＝
○
村
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乞
。
昏
ヨ
鵬
の
解
決
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
け

れ
ど
も
、
債
権
譲
渡
で
も
詐
害
行
為
取
消
権

で
も
、
按
分
に
す
る
だ
け
の
制
度
的
な
仕
組

み
が
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
形
で
の
調

和
の
取
り
方
で
仕
方
が
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

▽
▽
▽

分
配
肯
定
説
の
法
的
根
拠

坂
東
俊
矢
　
本
間
の
X
や
Y
に
関
し
て
い
う

と
、
い
ま
破
産
し
か
け
て
い
る
A
の
と
こ
ろ

に
群
が
っ
て
い
て
、
少
し
で
も
多
く
債
権
を

回
収
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
両
者
同
等
の
立
場
で
関
わ
っ
て
い
く
と

い
う
観
点
も
あ
っ
て
い
い
。
債
権
に
関
し
て

は
、
基
本
的
に
債
権
者
平
等
の
原
則
が
あ
る

わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
価
値
観
の
中
で
処
理

が
な
さ
れ
て
も
別
に
違
和
感
は
な
い
は
ず
で

す
。
そ
う
す
る
と
、
明
確
に
「
早
い
者
勝
ち
」

が
認
定
で
き
る
の
で
あ
れ
ぼ
そ
れ
は
そ
れ
で

い
い
で
し
ょ
う
が
、
ど
う
も
は
っ
き
り
し
な

い
基
準
に
基
づ
い
て
債
権
者
平
等
の
原
則
を

崩
す
形
で
債
権
を
一
人
占
め
し
た
者
に
対
し

て
は
、
公
平
の
見
地
か
ら
不
当
利
得
返
還
請

求
権
を
認
め
る
場
合
も
あ
っ
て
よ
い
よ
う
に

思
う
ん
で
す
が
。

鈴
木
龍
也
　
分
配
の
法
的
根
拠
を
不
当
利
得

に
求
め
る
説
に
対
し
て
は
、
要
件
的
に
問
題

が
あ
る
、
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
し
た
が
。

松
岡
　
学
生
の
皆
さ
ん
の
議
論
の
中
に
も
、

X
も
Y
も
正
当
な
債
権
者
と
し
て
弁
済
を
受

け
る
「
法
律
上
ノ
原
因
」
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

不
当
利
得
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
立
論
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
債
務
者
B
と
の
関
係

で
は
X
に
も
Y
に
も
「
法
律
上
ノ
原
因
」
が

あ
る
け
れ
ど
も
、
X
Y
の
間
で
は
「
法
律
上

ノ
原
因
」
が
な
い
、
と
い
う
相
対
的
な
処
理

が
あ
っ
て
よ
い
の
で
す
。
優
先
順
位
と
矛
盾

し
た
弁
済
受
領
に
は
「
法
律
上
ノ
原
因
」
が

な
い
、
と
い
う
理
解
は
、
判
例
に
も
見
ら
れ

ま
す
。
何
ら
か
の
理
由
で
優
先
順
位
と
矛
盾

す
る
配
当
が
な
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
後

順
位
者
の
配
当
受
領
は
正
当
な
債
権
や
抵
当

権
に
基
づ
く
も
の
な
の
で
、
少
な
く
と
も
債

務
者
や
抵
当
権
設
定
者
と
の
関
係
で
は
「
法

律
上
ノ
原
因
」
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
優

先
権
者
と
の
関
係
で
は
、
や
は
り
法
が
定
め

た
順
位
と
い
う
秩
序
に
反
し
て
い
る
か
ら
、

不
当
利
得
に
な
る
、
こ
う
判
示
し
た
判
例
が

あ
り
ま
す
（
最
低
昭
四
八
年
七
月
一
二
日
民

集
二
七
巻
七
号
七
六
三
頁
。
三
九
一
条
を
無

視
し
た
配
当
の
例
）
。
本
問
の
場
合
も
、
そ
れ

と
同
じ
こ
と
で
、
結
局
、
最
後
は
価
値
観
の

問
題
に
な
っ
て
、
ど
こ
ま
で
債
権
者
平
等
の

原
則
を
重
視
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

破
産
に
至
ら
な
く
と
も
債
権
者
平
等
の
原
則

を
も
う
少
し
貫
徹
さ
せ
る
べ
き
だ
と
す
れ
ば
、

Y
の
一
人
占
め
は
平
等
・
公
平
秩
序
に
反
す

る
わ
け
で
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
認
め

る
こ
と
に
、
少
な
く
と
も
要
件
上
の
問
題
は

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

金
山
　
債
権
者
平
等
は
、
な
る
ほ
ど
民
法
上

の
基
本
原
則
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
債
権
者
平
等
が
事

実
上
貫
徹
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
全
て
に
つ

き
、
公
平
を
欠
く
と
し
て
不
当
利
得
返
還
請

求
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。

七
戸
　
学
説
は
、
専
ら
譲
渡
人
の
破
産
寸
前

状
態
を
前
提
に
議
論
を
進
め
て
い
る
よ
う
で

す
。
つ
ま
り
、
譲
渡
人
が
債
務
超
過
に
あ
る

場
合
に
限
っ
て
、
債
権
者
平
等
の
原
則
に
反

す
る
弁
済
が
不
当
利
得
制
度
の
理
念
を
損
な

う
程
度
ま
で
公
平
を
欠
き
、
し
た
が
っ
て
「
法

律
上
ノ
原
因
」
を
欠
く
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。

松
井
　
分
配
請
求
権
の
根
拠
を
不
当
利
得
以

外
に
求
め
る
説
だ
と
、
ど
う
な
り
ま
す
？

七
戸
　
連
帯
債
権
説
だ
と
、
譲
渡
人
が
無
資

力
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
求
償
権
規
定

の
類
推
と
い
う
筋
が
素
直
で
し
ょ
う
ね
。
不

真
正
連
帯
債
権
説
だ
と
、
求
償
権
規
定
の
類

推
の
可
否
も
あ
る
種
「
玉
虫
色
」
だ
か
ら
、

そ
こ
で
不
当
利
得
説
と
同
様
の
実
質
的
価
値

判
断
の
入
る
余
地
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。森
山
浩
江
　
学
生
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
非

多
数
当
事
者
債
権
関
係
説
で
準
共
有
と
い
う

立
論
が
あ
り
ま
し
た
が
。

七
戸
　
非
多
数
当
事
者
債
権
関
係
と
い
う
の

は
、
要
す
る
に
多
数
当
事
者
の
債
権
関
係
の

規
定
（
四
二
七
条
以
下
）
は
使
わ
な
い
と
い

う
意
味
だ
が
、
そ
れ
は
二
六
四
条
但
書
の
「
別

段
ノ
定
」
ぶ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
権
利
関
係
は
二
六
四
条
本
文
の
原
則
に

還
っ
て
準
共
有
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
分
配
請
求
の
条
文
根

拠
は
、
不
当
利
得
に
求
め
る
ま
で
も
な
く
、

共
有
物
分
割
の
規
定
を
使
え
ば
よ
い
の
だ
、

と
い
う
論
理
で
す
ね
。
こ
の
論
理
だ
と
、
譲

渡
人
の
無
資
力
と
は
関
係
な
く
、
分
配
請
求

を
認
め
る
べ
き
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

金
山
　
今
の
無
資
力
の
問
題
と
関
連
し
ま
ず

け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
の
問
題
は
、
物
権
変
動

と
債
権
譲
渡
の
違
い
と
か
、
物
権
と
債
権
の

違
い
で
は
な
く
て
、
要
す
る
に
金
銭
債
権
で

あ
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
い
で
す
か
。

学
生
討
論
で
も
、
こ
の
問
題
の
よ
う
な
一
部

譲
渡
の
場
合
に
二
重
譲
渡
部
分
は
ど
こ
か
が

議
論
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
金
銭

債
権
と
い
う
あ
る
意
味
で
デ
ジ
タ
ル
な
数
量
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的
な
世
界
だ
か
ら
で
あ
っ
て
、
債
権
者
平
等

と
か
無
資
力
と
か
い
う
の
も
、
金
銭
債
権
だ

か
ら
大
切
に
見
え
る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

七
戸
　
確
か
に
賃
借
権
の
二
重
譲
渡
と
か
使

用
借
権
の
二
重
譲
渡
に
つ
い
て
、
無
資
力
と

か
は
問
題
に
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

特
定
債
権
の
二
重
譲
渡
の
場
合
、
分
配
肯
定

説
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

▽
▽
V
　
人
占
め
説
の
法
的
根
拠

申
田
　
と
こ
ろ
で
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
議
論

で
は
、
一
人
占
め
説
の
方
が
多
か
っ
た
で
す

よ
ね
。

七
戸
　
こ
の
問
題
で
一
人
占
め
の
結
論
を
導

く
た
め
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
、
三
つ
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
第
一
は
、
先
ほ
ど
中
田
先
生
の
お

話
に
も
出
た
、
同
時
到
達
の
場
合
に
は
違
う

基
準
（
四
六
七
条
一
項
の
単
純
な
通
知
・
確

定
日
付
・
譲
渡
時
等
の
先
後
）
に
よ
る
の
だ

と
す
る
方
法
、
第
二
は
、
原
則
は
分
配
説
だ

が
、
こ
の
場
合
に
は
求
償
権
規
定
が
類
推
さ

れ
な
い
、
あ
る
い
は
不
当
利
得
の
要
件
を
満

た
さ
な
い
と
す
る
方
法
、
も
っ
と
も
、
耳
蝉

の
場
合
に
は
、
譲
渡
人
A
の
無
資
力
を
強
調

す
れ
ぼ
、
第
二
の
筋
は
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
か
。
そ
れ
か
ら
、
本
間
の
よ
う
な

先
後
不
明
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
第
三
の

方
法
と
し
て
、
証
明
責
任
を
負
う
側
を
敗
訴

さ
せ
て
し
ま
え
、
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

金
山
何
に
関
す
る
証
明
責
任
？

七
戸
　
到
達
時
の
先
後
に
関
す
る
。
こ
の
見

解
は
、
そ
も
そ
も
同
時
到
達
と
い
う
概
念
は
、

実
社
会
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
得
な
い

の
だ
、
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
無
主
物
の
同
時
先

占
と
か
埋
蔵
物
の
同
時
発
見
と
い
う
よ
う
な

場
合
、
先
後
関
係
は
お
そ
ら
く
秒
単
位
で
決

ま
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

債
権
譲
渡
通
知
の
到
達
と
い
う
事
実
も
秒
単

位
で
決
ま
る
も
の
と
す
れ
ば
、
自
分
の
方
が

早
く
到
達
し
た
と
い
う
事
実
を
証
明
で
き
な

い
者
が
敗
訴
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

鈴
木
　
し
か
し
、
判
例
は
、
そ
の
よ
う
な
考

え
方
に
立
っ
て
い
ま
せ
ん
よ
ね
。
先
後
関
係

不
明
の
場
合
に
は
同
時
到
達
と
し
て
取
り
扱

う
と
し
て
い
ま
す
（
最
判
平
成
五
年
三
月
三

〇
日
民
集
四
七
巻
四
号
三
三
三
四
頁
）
。

松
岡
　
今
の
日
本
の
通
知
制
度
の
制
度
的
限

界
か
ら
、
到
達
概
念
に
は
あ
る
程
度
の
幅
を

持
た
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
そ
の
幅
の
範

囲
内
で
生
じ
た
先
後
不
明
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

証
明
責
任
で
決
着
を
つ
け
る
の
は
、
い
く
ら

債
権
法
領
域
が
自
由
競
争
で
早
い
者
勝
ち
だ

か
ら
と
い
っ
て
も
、
や
り
す
ぎ
だ
と
い
う
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
。

▼
▼
▼

債
権
譲
渡
に
お
け
る
悪
意
者
の
問
題

金
山
　
そ
ろ
そ
ろ
債
権
の
二
重
譲
渡
に
お
け

る
悪
意
者
の
問
題
の
方
に
行
き
ま
し
ょ
う
か
。

七
戸
　
学
説
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
物

権
変
動
と
の
パ
ラ
レ
ル
論
に
立
っ
て
、
悪
意

者
排
除
説
・
背
信
的
悪
意
者
排
除
説
の
対
立

が
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
判
例
の
中
に
も
、
特
定
債
権
の

例
で
す
が
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
の
二
重
譲
渡
に

つ
き
背
信
的
悪
意
者
排
除
論
を
問
題
に
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
（
東
京
地
判
平
成
五
年
一

二
月
一
六
日
蔓
質
一
五
〇
六
号
一
一
九
頁
、

最
二
二
成
八
年
七
月
一
二
日
民
集
五
〇
巻
七

号
一
九
一
八
頁
）
。
と
こ
ろ
で
、
先
ほ
ど
松
岡

さ
ん
と
話
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
松
岡
先
生

は
、
物
権
変
動
に
関
し
て
は
悪
意
者
排
除
説

で
す
。
た
だ
、
物
権
が
変
動
す
る
前
の
段
階
、

つ
ま
り
特
定
物
引
渡
請
求
権
の
二
重
譲
渡
に

関
し
て
は
、
物
権
と
債
権
の
違
い
を
強
調
さ

れ
て
背
信
的
悪
意
者
排
除
説
に
立
た
れ
ま
す
。

で
は
、
債
権
の
二
重
譲
渡
一
般
に
つ
い
て
背

信
的
悪
意
者
排
除
説
な
の
か
と
い
う
と
、
そ

れ
す
ら
使
わ
な
い
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
の
で
、
こ
の
点
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

松
岡
　
ま
ず
、
債
権
の
二
重
譲
渡
の
基
本
構

造
と
し
て
は
、
物
権
の
二
重
譲
渡
と
同
じ
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
か
の
ゼ
ミ
の

立
論
で
、
物
権
に
は
排
他
性
が
あ
る
け
れ
ど

も
債
権
に
は
排
他
性
が
な
い
か
ら
、
両
者
は

同
一
に
は
扱
え
・
な
い
、
だ
か
ら
、
債
権
の
場

合
に
は
善
意
悪
意
不
問
な
の
だ
、
あ
る
い
は

分
配
を
認
め
る
べ
き
な
の
だ
、
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
誤
解
だ

と
思
い
ま
す
。
債
権
に
排
他
性
が
な
い
と
い

う
好
例
は
、
た
と
え
ば
私
が
こ
こ
で
講
演
を

す
る
と
い
う
約
束
を
し
て
お
き
な
が
ら
、
劉

の
場
所
で
講
演
を
す
る
と
い
う
矛
盾
す
る
契

約
を
し
た
よ
う
な
場
合
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
二
つ
の
債
権
の
排
他
性
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
債
権
の
二
重
譲

渡
の
場
合
は
、
一
つ
の
権
利
の
帰
属
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
債
権
で
あ
っ
て
も
、
帰

属
と
い
う
点
で
は
物
権
と
基
本
構
造
は
同
じ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
、
物
権
変
動
の

場
合
と
異
な
り
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
善

意
悪
意
不
問
で
も
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
わ
け
は
こ
う
で
す
。
と
り
わ
け
土
地
建

物
の
所
有
権
の
場
合
に
は
、
未
登
記
の
第
一

譲
受
人
が
既
に
目
的
物
の
占
有
利
用
を
開
始

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
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は
、
彼
の
抽
象
的
な
所
有
権
の
利
益
と
い
う

よ
り
も
．
む
し
ろ
そ
の
利
用
に
具
体
化
さ
れ

た
利
益
で
す
。
こ
れ
を
保
護
す
る
た
め
に
ふ

悪
意
の
第
二
譲
受
人
を
排
除
す
る
必
要
が
生

じ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

て
、
通
常
問
題
に
な
る
金
銭
債
権
の
二
重
譲

渡
の
場
合
、
第
三
債
務
者
B
を
も
巻
き
込
ん

で
問
題
を
複
雑
化
し
て
ま
で
、
対
抗
問
題
と

し
て
処
理
す
る
必
要
は
な
い
、
と
考
え
ま
す
。

第
一
譲
受
人
X
と
し
て
は
、
譲
渡
人
A
の
債

務
不
履
行
責
任
を
追
及
し
て
A
か
ら
損
害
賠

償
を
取
れ
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
も
っ
と
も
、

A
に
資
力
が
な
い
場
ム
μ
詫
は
、
A
に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求
権
は
、
確
か
に
絵
に
描
い
た

餅
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
債
務

者
の
無
資
力
危
険
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
詐

害
行
為
取
消
権
制
度
（
四
二
四
条
）
が
、
基

本
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
示
し
て
い
ま
す
。
債
権

者
ど
う
し
の
争
い
に
お
い
て
は
基
本
的
に
早

い
者
勝
ち
。
例
外
的
に
、
通
謀
弁
済
の
よ
う

に
一
方
を
害
す
る
意
思
の
あ
る
場
合
に
だ
け

詐
害
行
為
に
な
る
。
こ
れ
が
判
例
・
多
数
説

の
見
解
で
す
。
A
の
資
力
を
問
題
に
せ
ず
に
、

一
般
的
に
悪
意
者
排
除
を
採
る
の
は
、
詐
害

行
為
取
消
権
制
度
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
見
て

も
あ
ま
り
妥
当
で
は
な
い
、
と
考
え
ま
す
。

七
戸
　
抽
象
的
な
バ
ラ
ン
ス
論
と
し
て
、
債

権
者
取
消
権
と
の
間
で
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え
に
は
賛
成
し
ま

す
。
た
だ
、
具
体
的
な
適
用
条
文
に
関
し
て
、

松
岡
説
は
、
背
信
的
悪
意
者
排
除
論
す
ら
使

わ
ず
、
専
ら
債
権
者
取
消
権
で
ゆ
け
、
つ
ま

り
A
に
資
力
が
あ
る
場
合
に
は
善
意
悪
意
不

問
、
無
資
力
の
場
合
に
は
四
二
四
条
と
い
う

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の

結
論
は
、
債
権
譲
渡
の
対
象
が
金
銭
債
権
か

特
定
物
債
権
か
で
分
か
れ
て
く
る
の
で
し
ょ

う
か
。
特
定
物
債
権
あ
る
い
は
特
定
債
権
の

場
合
に
は
、
無
資
力
要
件
不
要
で
四
二
四
条

の
適
用
を
肯
定
し
て
…
…
。
で
も
、
松
岡
説

は
、
特
定
物
引
渡
債
権
の
場
合
に
は
、
背
信

的
悪
意
者
排
除
論
と
い
う
対
抗
要
件
主
義
の

枠
内
で
の
処
理
で
し
た
よ
ね
。

松
岡
　
特
定
物
引
渡
債
権
の
場
合
に
は
、
七

戸
さ
ん
が
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
無
資
力
要
件

を
問
題
と
し
な
い
一
方
で
、
ド
イ
ツ
民
法
八

二
六
条
に
い
う
良
俗
違
反
に
当
た
る
も
の
、

日
本
の
議
論
に
引
き
直
し
て
い
え
ば
、
ほ
ぼ

背
信
的
悪
意
者
の
背
信
性
に
あ
た
る
プ
ラ
ス
・

ア
ル
フ
ァ
の
事
実
が
悪
意
に
加
え
て
必
要
と

な
り
ま
す
。
日
本
の
不
法
行
為
法
は
原
則
と

し
て
金
銭
賠
償
主
義
を
取
り
、
独
仏
法
の
よ

う
な
原
状
回
復
効
果
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
か

ら
、
特
定
物
債
権
の
場
合
の
よ
う
に
、
金
銭

で
評
価
し
尽
く
せ
な
い
不
利
益
を
カ
バ
ー
す

る
に
は
、
対
抗
問
題
レ
ベ
ル
で
処
理
す
る
方
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が
よ
い
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
金
銭
債
権
の
場
合
、
第

一
譲
受
人
は
要
す
る
に
金
を
手
に
入
れ
れ
ば

満
足
な
わ
け
で
す
か
ら
、
あ
え
て
（
背
信
的
）

悪
意
者
排
除
論
を
持
ち
込
む
必
要
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

鈴
木
　
と
こ
ろ
で
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
中
に

は
、
債
権
譲
渡
の
場
合
に
は
物
権
変
動
と
違

っ
て
完
全
な
自
由
競
争
の
世
界
だ
か
ら
、
背

信
的
悪
意
者
排
除
論
を
適
用
す
る
余
地
は
な

い
の
だ
、
と
い
う
立
論
が
あ
り
ま
し
た
が
。

七
戸
　
僕
は
、
個
人
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
自

由
競
争
論
の
完
全
否
定
論
者
で
す
。
「
自
由
競

争
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
多
少
汚
い
ま
ね
を

し
て
も
許
容
さ
れ
る
の
だ
、
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

他
入
様
の
権
利
は
、
そ
れ
が
物
権
だ
ろ
う
が

債
権
だ
ろ
う
が
、
侵
害
し
ち
ゃ
い
け
な
い
の

は
当
然
の
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。

申
田
　
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
程
度
の
自

由
競
争
を
認
め
な
い
と
、
か
え
っ
て
恐
ろ
し

い
社
会
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

森
山
　
私
の
ゼ
ミ
が
自
由
競
争
論
を
持
ち
出

し
た
か
ら
弁
護
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
二
重
の
譲
渡
契
約
そ
れ
自
体
が

有
効
に
成
立
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
否
定

す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
よ
ね
。

坂
東
　
た
だ
、
七
戸
さ
ん
の
よ
う
に
、
二
重

譲
渡
の
法
的
構
成
に
つ
き
無
権
利
者
か
ら
の

取
得
構
成
を
と
る
と
、
第
二
譲
渡
契
約
は
、

原
則
的
に
は
他
人
の
権
利
の
譲
渡
に
な
っ
て

し
ま
う
。
こ
の
あ
た
り
の
前
提
の
違
い
に
よ

っ
て
、
自
由
競
争
論
の
位
置
づ
け
も
ず
い
ぶ

ん
変
わ
る
よ
う
で
す
ね
。

松
岡
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
物
権
か
特
定
債
権

か
金
銭
債
権
か
、
あ
る
い
は
、
目
的
物
の
現

実
の
利
用
利
益
の
侵
害
か
、
損
害
賠
償
に
よ

り
十
分
満
足
で
き
る
種
類
の
権
利
か
、
と
い

っ
た
権
利
の
内
容
・
性
質
の
違
い
に
よ
っ
て
、

悪
意
者
排
除
・
背
信
的
悪
意
孟
夏
除
・
善
意

悪
意
不
問
の
結
論
は
変
わ
り
得
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

七
戸
　
た
だ
、
そ
の
結
論
を
導
く
た
め
の
具

体
的
な
法
律
構
成
に
関
し
て
、
松
岡
説
に
対

し
て
は
異
論
が
な
い
で
は
な
い
。

金
山
　
そ
の
具
体
的
な
法
律
構
成
の
問
題
で

す
が
、
到
達
時
説
に
対
す
る
確
定
日
付
説
か

ら
の
批
判
の
一
つ
に
、
債
務
者
に
は
他
人
に

対
し
て
譲
渡
の
事
実
を
教
え
る
義
務
な
ど
な

い
か
ら
、
債
務
者
の
認
識
可
能
時
を
基
準
と

す
る
こ
と
は
お
か
し
い
、
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
し
た
ね
。
不
動
産
物
権
は
登
記
に
よ
っ

て
公
示
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
前
提
が
あ
っ

て
、
そ
こ
か
ら
登
記
以
外
の
方
法
で
た
ま
た

ま
譲
渡
の
事
実
を
知
っ
た
者
は
排
斥
し
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
が
生
ず

る
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
債
権

譲
渡
の
通
知
・
承
諾
は
、
公
示
制
度
と
し
て

は
全
く
不
完
全
き
わ
ま
り
な
い
わ
け
で
し
ょ

う
。
最
初
の
物
権
変
動
・
債
権
譲
渡
パ
ラ
レ

ル
論
の
話
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
ず
け
れ
ど
も
、

両
者
を
同
一
視
し
て
、
公
示
以
外
の
方
法
で

譲
渡
の
事
実
を
知
っ
た
人
間
を
排
斥
し
て
も

よ
い
と
い
う
物
権
法
世
界
の
論
理
を
、
そ
の

ま
ま
債
権
譲
渡
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き

る
か
、
ど
こ
か
釈
然
と
し
な
い
。

七
戸
　
僕
自
身
は
、
通
知
・
承
諾
を
公
示
と

呼
ぶ
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
お
よ
そ
先
行

譲
渡
を
認
識
し
て
取
引
関
係
に
入
っ
た
者
は
、

基
本
的
に
侵
害
者
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
限
り
で
、
物
権
侵
害
と
債
権
侵
害
の
基

本
構
造
は
変
わ
ら
な
い
し
、
ま
た
、
第
一
譲

受
人
の
救
済
方
法
も
物
権
と
債
権
と
で
基
本

的
に
は
同
じ
も
の
に
な
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
物
権
と
債
権
、
あ
る
い
は
特
定
債
権
と

金
銭
債
権
で
も
分
け
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う

が
、
そ
う
い
っ
た
侵
害
さ
れ
た
権
利
の
内
容
・

性
質
の
違
い
は
、
同
じ
救
済
制
度
の
内
部
に

お
け
る
具
体
的
な
要
件
判
断
の
側
面
に
お
い

て
考
慮
さ
れ
れ
ば
足
り
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

金
山
　
い
つ
も
七
戸
さ
ん
は
徹
底
的
に
体
系

思
考
と
い
う
も
の
を
大
切
に
し
て
い
る
け
ど
、

し
か
し
、
そ
れ
は
今
ど
き
の
議
論
と
し
て
は

珍
し
い
（
笑
）
。
む
ろ
ん
、
だ
か
ら
こ
そ
刺
激

的
で
面
白
い
議
論
が
で
き
る
の
で
す
が
…
…
。

そ
う
い
っ
た
解
釈
学
の
基
本
的
な
方
法
論
も

含
め
て
、
論
じ
る
べ
き
点
は
ま
だ
ま
だ
尽
き

ま
せ
ん
が
、
そ
ろ
そ
ろ
学
生
の
皆
さ
ん
も
ビ

ー
ル
が
待
ち
遠
し
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す

し
、
こ
の
辺
で
懇
親
会
の
方
に
移
り
ま
し
ょ

う
か
。
ど
う
も
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

（
拍
手
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
す
ず
き
・
た
つ
や
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
か
た
・
く
に
ひ
ろ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ば
ん
ど
う
・
と
し
ゃ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
り
や
ま
・
ひ
ろ
え
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
な
や
ま
・
な
お
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
つ
お
か
・
ひ
さ
か
ず
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
つ
い
・
ひ
ろ
お
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
ち
の
へ
・
か
つ
ひ
ご
）

法学セミナー（22）11／琵）97　〔N◎515〕


